
祭
り
を
楽
し
む
、

田
舎
を
楽
し
む
。

阿南町総合観光ガイド

祭
り
を
楽
し
む
、

田
舎
を
楽
し
む
。

［発行］　阿南町役場 振興課
長野県下伊那郡阿南町東條58‐1　TEL 0260‐22‐4055

http://www.town.anan.nagano.jp/

天
龍
峡
IC

温
田
駅

※特急列車の停車駅です

※

■自動車

■JR

阿南町へのアクセス

東　京

名古屋

豊　橋

浜　松

東　京

名古屋

中央道　約200分

中央道　約80分

 R151　約120分

 約120分

R151

約20分

車で
約5分

中央線

東海道線

飯田線

飯田線

豊田東
JCT

岡谷JCT

新静岡IC

御殿場JCT

浜松いなさ
JCT

津

さいたま

千葉

横浜

甲府

温田

静岡

長野

富山

金沢

岐阜

前橋

宇都宮

福井

豊橋

東
北
自
動
車
道

北
陸
自
動
車
道

長
野
自
動
車
道

東
海
北
陸
自
動
車
道

中央自動車道

リニア新幹線予定

名神
高速
道路

伊
勢
自
動
車
道

名古屋

東京

信州まつもと
空港

中部国際空港
セントレア

富山空港

小松空港

東京国際
空港

伊那IC

松本IC

長野IC

松川IC

飯田IC
飯田山本IC

園原IC
天龍峡IC

浜松IC

東海環状
自動車道

中
央
自
動
車
道

鳳来峡IC

阿南町
新東
名高速道路

東名
高速道路

153

153

151

広域アクセス

岡 谷

豊 橋

阿

　
南

　
町

2016.8



春

町内でも早く咲くことから名付けられた「仲谷春告桜」

左右に伸びた樹形が美しい
矢野愛宕様の小彼岸桜

大下条の千木親子桜のうち、
役場の裏に咲く子桜

薄
紅
色
が
春
を
告
げ
る

ひ
と
月
か
け
て
、
町
中
が
春
色
に
染
ま
る

人
の
喜
ぶ
顔
が
見
た
い
か
ら
、

阿
南
の
春
は
、
ゆ
っ
く
り
と
往
き
ま
す

2



夏
夏の天竜に浮かぶ　青い空と山の深い色

盆唄が夜通し響き　踊りの輪はゆっくりと進んでいく

朝
露
に
陽
が
光
り
、
夏
の
朝
が
始
ま
る

高
原
を
渡
る
風
は

草
花
を
撫
ぜ
て
、
木
々
を
揺
ら
す

自
然
の
営
み
が
、

故
郷
の
風
物
詩
と
な
る　

夏

3



秋

冬

稲
を
刈
り
終
え
た
田
ん
ぼ

稲は

架ざ

掛
け
に
赤
と
ん
ぼ
が
と
ま
る

山
も
染
ま
り
始
め
た

冬
を
迎
え
る
前
に
、
も
う
一
仕
事

4



冬

新野の雪祭りでは、雪を稲の花に見立て、雪が降れば豊作と言われている。

魂
を
温
め
る
冬

そ
し
て
厳
寒
の
山
里
に

繰
り
広
げ
ら
れ
る
伝
統
芸
能

こ
の
地
に
舞
い
降
り
る
神
々

5



長 野 県

“
あ
な
ん
”の
こ
と

阿
南
町
…
「
あ
な
ん
ち
ょ
う
」
と
読
み
ま
す
。

長
野
県
で
唯
一
、
町
を
「
ち
ょ
う
」
と
読
む
町
で
す
。

な
ぜ
、「
ち
ょ
う
」
と
読
む
の
か
？

東
日
本
で
は
「
ま
ち
」、

西
日
本
で
は
「
ち
ょ
う
」
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
で
す
。

阿
南
町
に
隣
接
す
る
静
岡
・
愛
知
・
岐
阜
の
各
地
域
で
は

「
ち
ょ
う
」
と
呼
び
ま
す
。

む
か
し
か
ら
阿
南
町
は
こ
れ
ら
の
地
域
と
の
交
流
が
盛
ん
な
と
こ
ろ
だ
け
に
、

そ
の
影
響
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

阿
南
町
は
、
本
州
の
中
央
に
位
置
す
る

南
ア
ル
プ
ス
と
中
央
ア
ル
プ
ス
に
挟
ま
れ
、

太
平
洋
に
そ
そ
ぐ
天
竜
川
の
右
岸
に
あ
た
り
、

長
野
県
の
南
端
、
下
伊
那
郡
の
南
部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

東
は
天
竜
川
を
隔
て
て
泰
阜
村
、
西
は
阿
智
村
、
平
谷
村
、
売
木
村
、

南
は
天
龍
村
、
愛
知
県
豊
根
村
、
北
は
下
條
村
と
接
し
て
い
ま
す
。
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の
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の
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性
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れ
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食
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体
験
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阿
南
町
に
暮
ら
す

 

19

イ
ベ
ン
ト

 

20

飯
田
市
と
豊
橋
市
を
結
ぶ
国
道
１
５
１
号
が
町
を
南
北
に
縦
断
し
て
お
り
、

国
道
１
５
３
号
と
接
続
す
る
国
道
４
１
８
号
が

新
野
地
区
で
１
５
１
号
と
交
差
す
る
こ
と
か
ら
、

愛
知
・
静
岡
方
面
へ
の
交
通
の
要
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
に
は
鉄
道
は
通
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
最
も
近
い
駅
で
は

Ｊ
Ｒ
飯
田
線
温
田
駅
が
玄
関
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

集
落
が
標
高
３
２
０
ｍ
か
ら
９
６
０
ｍ
の
間
に
点
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
域
に
よ
っ
て
気
象
条
件
に
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

天
竜
川
流
域
は
、
県
内
で
も
最
も
温
か
い
地
域
で
す
が
、

標
高
８
０
０
ｍ
を
超
え
る
新
野
地
区
や
和
合
地
区
の
一
部
は
、

冬
の
寒
さ
が
厳
し
い
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
道
１
５
１
号
は
、
別
名
「
祭
り
街
道
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、

阿
南
町
は
民
俗
芸
能
が
深
く
息
づ
く
地
域
で
す
。

国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
を
含
む
計
11
も
の
民
俗
芸
能
が
、

各
集
落
で
大
切
に
保
存
さ
れ
、
現
在
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
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和合

新野

富草

大下条

個
性
あ
ふ
れ
る
４
つ
の
エ
リ
ア

　富
草
地
区
は
、
阿
南
町
北
部
に

位
置
し
、
南
北
に
縦
断
す
る
形
で

国
道
１
５
１
号
が
通
っ
て
い
ま

す
。
肥
沃
な
台
地
に
恵
ま
れ
、
古

く
か
ら
水
稲
を
中
心
と
し
た
農
業

が
営
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　こ
の
地
区
は
、
数
千
年
前
に
は

海
の
底
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
砂

泥
の
層
や
断
層
が
広
く
分
布
し
て

お
り
「
富
草
層
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
一
帯
か
ら
は
多
く
の
化
石

が
採
集
さ
れ
、
様
々
な
調
査
・
研

究
活
動
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　大
下
条
地
区
は
阿
南
町
の
中
心

に
位
置
し
て
お
り
、
道
路
交
通
網

の
発
達
に
よ
り
、
泰
阜
村
や
天
龍

村
へ
の
玄
関
口
と
な
っ
て
い
ま

す
。
天
竜
川
の
河
岸
段
丘
に
沿
っ

て
集
落
が
発
達
し
、
学
術
的
に
も

珍
し
い
深
見
の
池
も
、
こ
の
段
丘

に
静
か
に
水
を
た
た
え
て
い
ま

す
。
水
上
花
火
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
「
深
見
の
祇
園
祭
り
」
で
は
、

多
く
の
観
客
が
池
の
周
辺
を
囲
み

ま
す
。

　富
草
か
ら
国
道
を
南
下
す
る

と
、
町
役
場
を
左
下
に
臨
ん
で
正

面
に
早
稲
田
公
園
の
大
時
計
が
見

え
て
き
ま
す
。
こ
こ
が
町
の
文
教

古
代
ロ
マ
ン
と

癒
や
し
の
里

富
草

大
下
条

町
の
中
心

あ
な
ん
の
要
！

こ
れ
ら
の
結
果
は
、
阿
南
町
化
石

館
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　ま
た
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
「
古
城
八
幡
社
」

は
、
内
部
に
八
幡
社
本
殿
と
摂
社

諏
訪
社
本
殿
の
二
つ
が
祀
ら
れ
て

い
る
珍
し
い
神
社
で
す
。

　さ
ら
に
南
下
す
る
と
門
原
川
沿

い
に
、「
ゆ
ぅ
ゆ
〜
ら
ん
ど
阿
南
」

が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
こ
に
は
阿

南
温
泉
か
じ
か
の
湯
を
は
じ
め
、

陶
芸
体
験
館
、
コ
テ
ー
ジ
風
の
宿

泊
施
設
か
じ
か
荘
、
キ
ャ
ン
プ
場

な
ど
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
自
然

を
求
め
る
多
く
の
人
々
で
賑
わ
っ

て
い
ま
す
。

施
設
の
中
核
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
森
」
で
す
。

　町
民
会
館
、
文
化
会
館
の
ほ

か
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
体
育
館
・
プ
ー

ル
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
美
術

館
・
西
尾
實
記
念
館
な
ど
の
文
化

施
設
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
多
く

の
人
々
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
地
区
に
は
県
立
阿
南
病

院
や
阿
南
高
校
が
あ
り
、
下
伊
那

南
部
地
域
の
中
核
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
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和合

新野

富草

大下条

和
合

新
野

　深
い
山
並
み
に
抱
か
れ
た
和
合

地
区
は
、
阿
南
町
西
部
の
山
間
に

位
置
し
て
い
ま
す
。

　和
知
野
川
と
売
木
川
に
沿
っ
て

開
か
れ
た
道
を
進
ん
で
行
く
と
、

小
さ
な
集
落
が
幾
つ
も
見
え
て
き

ま
す
。
現
在
は
人
口
の
減
少
と
高

齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
豊
か

な
自
然
を
活
か
し
た
こ
ん
に
ゃ
く

や
し
い
た
け
な
ど
の
和
合
な
ら
で

は
の
農
産
物
の
栽
培
や
、
清
冽
な

水
を
利
用
し
た
あ
ま
ご
の
養
殖
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
近
年
で
は
、
信
州
の
伝
統

野
菜
に
認
定
さ
れ
た
「
鈴
ヶ
沢
な

す
」「
鈴
ヶ
沢
う
り
」、「
鈴
ヶ
沢

南
蛮
」
な
ど
、
和
合
地
区
内
で
大

切
に
栽
培
さ
れ
て
き
た
野
菜
が
注

　新
野
地
区
は
阿
南
町
の
南
端
に

位
置
し
、
愛
知
県
と
の
県
境
に
あ

り
ま
す
。
標
高
約
８
０
０
メ
ー
ト

ル
に
あ
る
こ
の
地
区
は
、
真
夏
で

も
清
涼
な
風
が
吹
き
流
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。
千
石
平
と
呼
ば
れ
た
新

野
は
現
在
で
も
米
ど
こ
ろ
と
し

て
、
の
ど
か
な
農
村
風
景
を
と
ど

め
、
見
る
者
の
気
持
ち
を
和
ら
げ

て
く
れ
ま
す
。

　古
く
か
ら
開
け
た
こ
の
地
区

は
、
遠
州
街
道
を
始
め
と
す
る
交

通
の
要
衝
で
も
あ
り
ま
し
た
。
多

く
の
文
化
が
新
野
を
経
由
し
て
下

伊
那
各
地
に
分
散
し
て
い
き
ま
し

た
。

　ま
た
、
新
野
の
雪
祭
り
や
盆
踊

り
な
ど
の
伝
統
芸
能
が
昔
の
ま
ま

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
全
国
的

に
有
名
で
、
人
々
は
現
在
で
も
神

仏
を
崇
め
な
が
ら
生
活
を
し
て
い

ま
す
。

　つ
づ
ら
折
り
に
峠
を
登
り
き
っ

て
眼
前
に
広
が
る
千
石
平
。
新
野

の
風
景
は
、
今
も
な
お
、
か
つ
て

の
旅
人
の
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ

る
で
し
ょ
う
。

自
然
に
囲
ま
れ
た

山
村
の
原
風
景

神
仏
を
崇
め
る

千
石
平

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　和
合
地
区
の
魅
力
は
何
と
言
っ

て
も
、
人
々
の
生
活
が
自
然
の
中

に
と
け
込
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。

こ
の
地
区
に
は
山
村
の
原
風
景
が

す
べ
て
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
で

し
ょ
う
。
緑
の
山
に
抱
か
れ
た
素

朴
な
山
里
。
棚
田
に
豊
か
に
実
る

稲
穂
。
谷
あ
い
を
流
れ
る
清
流
。

そ
の
素
朴
な
生
活
の
中
で
伝
え
ら

れ
て
き
た
幾
つ
も
の
民
俗
芸
能
。

せ
わ
し
い
日
々
に
追
わ
れ
、
ふ
と

心
の
安
ら
ぎ
を
求
め
た
と
き
、
こ

の
山
里
は
訪
れ
た
者
を
温
か
く
迎

え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
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検 索むくの里 検 索かじか荘

　二
瀬
キ
ャ
ン
プ
場
は
山
あ
い
の

清
流
沿
い
に
あ
り
、
ぐ
る
り
と
自

然
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。
自
慢
は

き
れ
い
な
和
知
野
川
！ 

ゆ
る
や

か
な
流
れ
に
身
を
ま
か
せ
た
り
、

岩
肌
か
ら
飛
び
込
ん
だ
り
と
思
う

存
分
川
遊
び
が
楽
し
め
ま
す
。
天

然
の
ヤ
マ
メ
な
ど
の
川
魚
を
釣

る
の
も
ま
た
良
し
！

　バ
ン
ガ

ロ
ー
・
テ
ン
ト
サ
イ
ト
と
も
に
設

備
も
充
実
し
て
い
る
の
で
、
大
人

か
ら
子
ど
も
ま
で
、
快
適
に
楽
し

め
ま
す
。

　

池
の
島
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
豊
か

な
自
然
と
清
流
で
大
人
も
子
ど
も

も
川
遊
び
が
楽
し
め
る
キ
ャ
ン
プ

場
と
し
て
、
二
瀬
キ
ャ
ン
プ
場
と

と
も
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。

阿
南
で
自
然
を
満
喫
！

自
然
で
遊
ぶ
！

二瀬キャンプ場

コテージかじか荘・キャンプ場ミニオートキャンプ場　むくの里

池の島キャンプ場
開設期間／
4月第3土曜日〜 11月第4日曜日
施設／バンガロー、テントサイト
☎0260 ｰ 22 ｰ 4055

（阿南町役場振興課）
※町ホームページから
　「なっぷ」オンライン予約できます

開設期間／通年
施設／コテージ、テントサイト
☎0260 ｰ 22 ｰ 2000（かじかの湯）

開設期間／ 4月〜 10月（原則予約）
施設／バンガロー、テントサイト
☎0260 ｰ 24 ｰ 2977

開設期間／ 4月第3土曜日〜 11月第4日曜日
施設／バンガロー、テントサイト
☎0260 ｰ 22 ｰ 4055（阿南町役場振興課）
※町ホームページから
　「なっぷ」オンライン予約できます

　コ
テ
ー
ジ
か
じ
か
荘
・
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
門

原
川
沿
い
で
川
遊
び
や
自
然
散
策
が
楽
し
め
ま

す
。「
か
じ
か
の
湯
」
に
併
設
し
て
い
る
の
で
、

心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
す
。

　ミ
ニ
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
む
く
の
里
で
は
す

ぐ
横
に
流
れ
る
和
合
川
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
遊
べ
る

深
さ
が
あ
り
、
ヤ
マ
メ
・
イ
ワ
ナ
な
ど
も
た
く

さ
ん
い
ま
す
。

自
然
で
遊
ぶ
！

自
然
で
遊
ぶ
！

自
然
で
遊
ぶ
！

阿
南
で
自
然
を
満
喫
！

阿
南
で
自
然
を
満
喫
！

阿
南
で
自
然
を
満
喫
！
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県下最大の大浴場や眺めのよい露天風呂等日帰り温泉が楽しめます

　県
下
最
大
規
模
の
男
女
浴
槽
を
は
じ

め
、
サ
ウ
ナ
、
露
天
風
呂
、
低
温
浴
等
の

湯
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
泉
質
は

ア
ル
カ
リ
単
純
泉
で
、
リ
ウ
マ
チ
、
神
経

痛
、
筋
肉
痛
等
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　敷
地
内
に
は
和
食
処
の
「
か
じ
か
亭
」

や
陶
芸
体
験
施
設
、
コ
テ
ー
ジ
・
キ
ャ
ン

プ
場
等
が
あ
り
、
人
気
の
レ
ジ
ャ
ー
施
設

で
す
。

　「
か
じ
か
の
湯
」
に
併
設
さ
れ
た
陶
芸

体
験
館
で
は
、
ロ
ク
ロ
・
手
び
ね
り
・
陶

器
染
付
・
磁
器
色
絵
付
が
楽
し
め
ま
す
。

他
に
は
と
ん
ぼ
玉
作
り
、
透
明
ジ
ェ
ル
を

使
っ
て
の
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
や
グ
ラ
ス

フ
ァ
イ
バ
ー
ア
ー
ト
な
ど
ガ
ラ
ス
加
工
の

体
験
も
で
き
ま
す
。
県
内
最
大
級
の
設
備

と
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
で
初
め
て
の
方

も
安
心
し
て
体
験
を
楽
し
め
ま
す
。

自分だけのオリジナル

阿南温泉 かじかの湯

阿南町陶芸体験館

営業時間／ 10：00 〜 21：00　定休日／水曜日（祝日は営業）
☎0260 ｰ 22 ｰ 2000（かじかの湯）

営業時間／ 9：00 〜 17：00（受付終了16：00）
定休日／水曜日（祝日は営業）・年末年始
☎0260 ｰ 22 ｰ 3300

緑
に
囲
ま
れ
た
露
天
風
呂

緑
に
囲
ま
れ
た
露
天
風
呂

緑
に
囲
ま
れ
た
露
天
風
呂

緑
に
囲
ま
れ
た
露
天
風
呂

緑
に
囲
ま
れ
た
露
天
風
呂

緑
に
囲
ま
れ
た
露
天
風
呂
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　阿
南
町
一
帯
は
、
新
第
三
紀

中
新
世
（
今
か
ら
お
よ
そ
１
、

７
０
０
万
年
前
）
の
海
底
に
堆

積
し
た
地
層
が
分
布
し
て
お

り
、
富
草
層
群
と
よ
ば
れ
て
い

ま
す
。
特
に
阿
南
町
富
草
地
区

は
化
石
の
産
出
地
と
し
て
古
く

か
ら
有
名
で
す
。

　農
村
文
化
伝
承
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
内
の
民
俗
芸

能
を
写
真
展
示
や
資
料
・
人
形
な
ど
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。
祭
り
当
日
の
様
子
な
ど
を
大
型
ビ
デ
オ
設
備

で
鑑
賞
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
企
画
展
な

ど
も
定
期
的
に
開
催
し
て
お
り
、
町
民
の
発
表
の
場

と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　農
村
文
化
伝
承
セ
ン
タ
ー
併
設
の
歴
史
民
俗
資
料

館
で
は
、
昔
の
山
村
の
暮
ら
し
が
再
現
さ
れ
て
い
ま

す
。
既
設
の
土
蔵
を
利
用
し
て
作
ら
れ
た
館
内
は
、

農
耕
・
山
仕
事
・
民
家
の
様
子
な
ど
が
テ
ー
マ
ご
と

に
展
示
さ
れ
、
当
時
の
生
活
を
雰
囲
気
あ
る
蔵
の
中

で
じ
っ
く
り
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　阿
南
町
出
身
の
彫
刻

家
、
城
田
孝
一
郎
の
作
品

が
３
０
０
点
以
上
展
示
さ

れ
た
資
料
館
。
彫
刻
の
迫

力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　西
尾
實
は
国
文
学
の
研
究
に
励
み
、
各
地
の
中
等
学

校
や
大
学
で
教
鞭
を
と
る
傍
ら
、
全
国
を
ま
わ
り
国
語

教
育
の
指
導
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。
後
年
は
、
国
立
国

語
研
究
所
の
初
代
所
長
に
就
き
、
わ
が
国
の
国
語
教
育

の
重
鎮
と
し
て
数
多
く
の
業
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　西
尾
實
記
念
館
で
は
、
著
書
・
蔵
書
・
遺
品
な
ど
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

古代ザメの歯や古代サイ
の顎など、学術上貴重な
ものをはじめ、約130種類
の化石を展示しています。

昔
は
海
だ
っ
た
！

古
き
を
知
る

彫
刻
の
世
界

国
語
教
育
の
大
家

阿南町化石館

農村文化伝承センター・歴史民俗資料館

城田孝一郎彫刻芸術資料館
西尾實記念館

営業時間／ 9：00 〜 16：00
定休日／月曜日・年末年始
☎0260 ｰ 22 ｰ 2273

営業時間／ 9：00 〜 17：00
定休日／月曜日・年末年始
☎0260 ｰ 24 ｰ 2455

営業時間／不定
定休日／
月曜日・年末年始
☎0260 ｰ 22 ｰ 2270

（教育委員会）

営業時間／不定
定休日／月曜日・年末年始
☎0260 ｰ 22 ｰ 2270

（教育委員会）
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摘み取ったラベンダーは
ドライフラワーにしても。

　ひ
ま
わ
り
畑
は
、
野や

良ら

舞ま
い

夏か

ひ
ま
わ
り

倶
楽
部
が
油
の
採
油
の
た
め
に
栽
培
し
て

い
る
も
の
で
、
阿
南
町
の
観
光
名
所
と
し

て
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

春
に
は
ひ
ま
わ
り
の
肥
料
用
と
し
て
栽
培

す
る
菜
の
花
畑
も
楽
し
め
ま
す
。

ひ
ま
わ
り
に
囲
ま
れ
て

平石農場

学有林 紅樹山

ドリーム新野
ラベンダー園

見頃／菜の花：4月下旬
　　　ひまわり：8月中旬
☎0260 ｰ 22 ｰ 4055

見頃／６月上旬
☎0260 ｰ 24 ｰ 2001

見頃／
6月下旬〜 9月下旬
☎0260 ｰ 24 ｰ 2001

春から夏にかけ、爽やかな
香りの美しい花が畑いっ
ぱいに咲きます。

国道151号沿いで、車窓からも
見ることができます。

　遊
休
農
地
約
２０
ア
ー
ル
を
利
用
し
て
、
ク
ラ
イ
ン

ガ
ル
テ
ン
新
野
高
原
Ｏ
G
の
グ
ル
ー
プ
が
運
営
す
る

ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
。
２
種
類
の
品
種
を
植
え
て
い
る
た

め
、
長
く
楽
し
め
ま
す
。
摘
取
り
も
で
き
ま
す
。

　高
原
植
物
と
し
て
知
ら
れ
る
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス

ゲ
が
自
生
し
て
い
る
の
は
、
新
野
地
区
の
阿
南

第
二
中
学
校
の
学
有
林
。
地
元
住
民
と
中
学
生

が
保
護
活
動
を
し
、
見
守
っ
て
い
ま
す
。
同
じ

敷
地
内
で
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
に
続
い
て
サ
サ

ユ
リ
、
春
先
に
は
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
と
、
貴
重
な
野

草
が
見
ら
れ
ま
す
。

む
ら
さ
き
香
る

見
守
ら
れ
て
咲
く
花

13



阿
南
町
を
南
北
に
走
る
国
道
１
５
１
号
は

民
俗
芸
能
が
多
い
こ
と
か
ら

別
名
「
祭
り
街
道
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

粟野の囃子屋台
笛、太鼓、三味線により「野
江の山」「桜」など13曲を交
互に演奏しながら、宵祭りに
お囃子が奉納されます。

10月第1土曜日 粟野神明社

日吉のお鍬祭り
五穀豊穣と虫送りの行事として、鉄製の
鍬を御神体に祇園囃子を練り歩きます。
4月29日　日吉

深見の祇園祭り
早稲田人形浄瑠璃 早稲田人形神送り

神輿を乗せた大筏が深見の池
を漂い、祇園囃子に合わせて
花火の閃光が湖面を染める中
で神事が進められます。その
後、神輿は神社へ運ばれ、大
三国花火の火の粉が飛び交う
中、勇壮な気負いが続きます。

無病息災を祈願して「三番叟」が
奉納されます。男役・女役・太夫・
三味線といった「お家芸」として
代々受け継がれてきています

1年間の無病息災と安全を願う正
月の儀式で、幣束を持った人形を
先頭に行列を組んで神送場に向か
い、空に向けて弓矢を射た後、後
ろを振り返ることなく集落に帰り
ます。

7月第4土曜日
諏訪神社

8月第4日曜日　早稲田神社

1月第2日曜日　早稲田神社
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　神
と
人
と
の
深
い
関
わ
り
は
、
祭
り
と

い
う
形
で
繰
り
返
し
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
歴
史
の
中
で
、
人
々
は
自
然
へ

の
畏
敬
の
気
持
ち
を
四
季
を
通
じ
て
様
々

に
表
現
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
祈
り
で

あ
り
、
奉
納
で
あ
り
、
従
順
で
も
あ
る
の

で
す
。
里
人
は
今
も
、
神
々
の
下
に
集
い

踊
り
明
か
し
ま
す
。

　「
祭
り
」
そ
れ
は
、
壮
大
な
歴
史
美
学
。

和合の念佛踊り
紙のシデをつけた菅笠を深くか
ぶった裸足の踊り手が、念仏や和
讃を唱えながら太鼓や鉦、ヒッチ
キの激しいリズムに合わせて、躍
動的に踊ります。
8月13日〜 16日　熊野神社・林松寺

新野の霜月神楽
新野地区で行われる湯たて
神楽で、各神社にて古式豊
かに行われます。

新
野
が
眼
下
に
見
渡
せ
る

新
栄
山
山
頂
に
、
今
か
ら

3
0
0
年
前
に
生
き
な
が

ら
ミ
イ
ラ
と
な
っ
た
行
人

様
が
安
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
全
国
で
も
16
〜
20
体

し
か
な
い
即
身
仏
の
う
ち

の
1
つ
で
、
禅
僧
で
は
唯

一
の
存
在
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
秋
の
御
開
帳
の
日

に
は
、
鉄
下
駄
駅
伝
レ
ー

ス
や
大
煙
火
大
会
が
あ
わ

せ
て
行
わ
れ
ま
す
。

12月13日　伊豆神社
12月14日　諏訪神社

行人様御開帳
春季祭典
4月29日　新野
秋季祭典
9月敬老の日の前日　新野

新野の盆踊り
三味線や太鼓などは一切使わず、音頭取りと呼ば
れる進行役の歌に輪になった踊り手が唱和して、
14日から16日までの3晩、夜を徹して踊り明かさ
れます。（第4土曜日の晩はうら盆として踊りが
行われます。）
8月14日〜 16日・8月第4土曜日　新野

新野の雪祭り
能や狂言などの伝統芸能の原点とも言われ、14日
深夜から15日明け方にかけて、田楽・神楽・猿楽・
田遊びなど芸能の原型が次々に繰り広げられます。
1月14日　伊豆神社

●祭り街道・各祭りについてのお問合せは…
　阿南町役場 ☎0260 ｰ 22 ｰ 4055
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道の駅特産 道の駅特産

美
味
い
水
と

豊
穣
な
大
地
が
、

食
材
を
育
て
、

風
土
と
人
情
に
守
ら
れ
、

郷
土
食
が
生
ま
れ
る
。

今
、
見
直
さ
れ
る

阿
南
の
食
文
化
。

お
買
い
求
め
は
…

幣束御幣餅

小梅

つるやまんじゅう

スモークチーズ くるみだれ・ねぎ味噌・田楽味噌
アマゴ

炊いたうるち米を串に握りつけ
て炭火で下焼きし、胡桃だれや
山椒みそなどのたれをつけて炭
火であぶっていただきます。新
野・和合地区のひだのついた独
特の形は幣束を模したものとい
われています。富草・大下条地
区直径５㎝ほどの円形状を三つ
串にさしたものもあります。

古くから自家用として各
地で作られていた梅は、
春になると香りのよい白
い花をつけ、5月の収穫
時にはたくさんの小梅を
つけます。品種「龍峡小
梅」に統一して、各地で
水田から梅へと梅園の増
反を図っています。

大正8年創業以来、味を守り続けている『つるや菓子舗』。
『つるや』という店の由来は、創業者「村松かめ」さん
が自分の名前から縁起ものの鶴亀にあやかり『つるや』と
つけたもの。風味豊かな皮に小豆のこしあんがぎっしりつ
まった素朴な黒饅頭は、知る人ぞ知る阿南の名産です。

アマゴは清流にのみ生息する川魚で引きしまった
身は絶品。和合地区で養殖が行われており山椒
のきいた姿焼き、塩焼き、甘露煮、一夜干し、刺
身などの料理が山の珍味として喜ばれています。

道の駅信州新野千石平では、オリジナル商品も数々あります。「スモークチーズ」は
燻製の香り豊かなチーズがおやつにおつまみにピッタリと、リピーターも多い逸品。
「くるみだれ・ねぎ味噌・田楽味噌」は、野菜につけたり、ご飯にのせたりと使い
方はいろいろ。ご自宅で田舎の味がたのしめます。

道の駅の御幣餅は“ひだ”がついた幣束形。
1本1本、手のひらでひだをつけていきます。
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信
州
の

伝
統
野
菜

信
州
の

伝
統
野
菜

信
州
の

伝
統
野
菜

お
買
い
求
め
は
…

りんご

とうもろこし

しいたけ

信州 阿南そだち

鈴
ヶ
沢
な
す

鈴
ヶ
沢
う
り鈴ヶ沢南蛮

日光が強く昼夜の気温差が大きいため養分の蓄積が多く
糖度も高い特徴があります。甘さと香りが大好評です。

昼夜の温度差が大きい
阿南町産のとうもろこ
しは、甘味が強いのが
特徴です。おみやげや
贈答にも喜ばれます。

山林の多い阿南町では、
しいたけ栽培が盛ん。干し
いたけは、肉厚でおいしい
です。また、取りたての生
しいたけを塩水に浸し、炭
火で焼いたものは絶品。

阿南町では昔から米作りが盛んに行
われてきました。現在も町の風景に
田んぼは欠かせません。美味しく育っ
たお米は、まさに自然の恵みです。

信州の伝統野菜に
認定された長さ20
～25㎝、重さ350
～450ｇの大型ナ
スで、日持ちに優
れ、強い甘みとも
ちもちした食感が
特徴です。

信州の伝統野菜に認定されている長さ１８
～２０㎝、重さ４００～５００ｇの太短うり。
果肉は厚いのに柔らかく、煮ても食べられ
ることから貴重な品種とされています。

果実は５～８ｇ程度で強烈な辛みがあり
ますが、加熱により旨味が加わります。
油で炒めて味噌に絡めたり、青南蛮は
「辛味味噌」にして味わえます。　

道の駅　信州新野千石平あなん食彩館

■信州あなんトータルマーケティング
　時間／ 8：30 〜 17：15
　定休日／土・日・祝日　☎0260 ｰ 31 ｰ 1300

■かじかの湯 売店
　営業時間／ 10：00 〜 21：00
　定休日／水曜日（祝日は営業）☎0260 ｰ 22 ｰ 2000

■ショッピングランド ナピカ
　時間／ 9：00 〜 19：30
　定休日／なし　　☎0260 ｰ 31 ｰ 1212

■つるや菓子舗
　定休日／火曜日（祝日の場合は翌日休）
　☎0260 ｰ 24 ｰ 2054

■フルタヤ椎茸
　営業時間／ 9：00 〜 17：00
　定休日／不定休　☎0260 ｰ 24 ｰ 2033

●伝統野菜についてのお問合せは…阿南町役場和合出張所　☎0260ｰ24ｰ2333

※詳細はマップ版をご覧ください。

長野県最南端の玄関口として国道151号
と418号の交点に位置し、特大御幣餅やと
うもろし等を始めとした特産品の直売所や
郷土料理を楽しめるレストランもあります。

国道151号沿いにある「あなん食彩館」で
は、町内農家が旬の野菜などを販売する直
売所のほか、地元の食材を扱ったセルフ式
の食堂、手づくりのパンも販売しています。

お
買
い
求
め
は
…

お
買
い
求
め
は
…

お
買
い
求
め
は
…

営業時間／【夏】（平日）8：30 〜 17：30 
　　　　　　　（土・日・祝）8：30 〜 18：00 
　　　　　【冬】9：00 〜 17：00
定休日／なし　☎0260 ｰ 24 ｰ 2339

営業時間／ 9:00 〜 19:00
定休日／月曜(祝日営業)
☎0260 ｰ 31 ｰ 0013
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体
験

　ド
イ
ツ
発
祥
の
「
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
」

は
、
ラ
ウ
ベ
と
呼
ば
れ
る
宿
泊
施
設
に
滞
在

し
て
、
農
業
を
楽
し
む
滞
在
型
市
民
農
園
で

す
。　「

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
新
野
高
原
」
は
平

成
２２
年
４
月
の
誕
生
以
来
、
田
舎
暮
ら
し
を

楽
し
む
ガ
ル
テ
ナ
ー
と
地
域
住
民
と
の
交
流

が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
現
在
で
は
ク
ラ
イ
ン
ガ

ル
テ
ン
発
の
イ
ベ
ン
ト
も
多
数
行
わ
れ
て
い

クラインガルテン新野高原

新野高原りんごクラブ

一般社団法人
信州あなんトータルマーケティング （信州アトム）
☎0260 ｰ 31-1300

☎0260 ｰ 24 ｰ 2544

愛知県・静岡県から一番近い信州りんご狩り

園で、りんごの木１本まるごとオーナーになる

ことができます。つがる、シナノスイート、ジョ

ナゴールド、王林などの品種を収穫時期に合

わせてお選びいただけます。直売もあります。

りんごオーナー農園

ま
す
。

　ガ
ル
テ
ナ
ー
は
都
市
住
民
が
多
く
、
阿
南

町
の
伝
統
行
事
と
、
都
市
的
な
新
鮮
な
ア
イ

デ
ア
と
が
混
ざ
り
合
い
、
地
域
活
性
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　田
舎
で
の
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
と
と
も
に
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
が
温
か
い
ク
ラ
イ
ン
ガ

ル
テ
ン
新
野
高
原
、
興
味
の
あ
る
方
は
是
非

訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

来るお正月に備え、注連縄（しめなわ）を作り、
餅をつきます。注連縄作りでは、地元の皆さん
から新野流の注連縄の作り方を教わります。餅
つきに使うもち米は、もちろんクラインガルテ
ン新野高原で収穫したものです。臼でつく、つ
きたてのお餅は田舎ならではの味わいです。

皆さんで田植えをした田んぼの稲刈りをします。自
分たちで作ったお米は、美味しさも倍増です。収穫
したお米は、収穫祭や餅つきに使われます。

クラインガルテン新野高原では米作りも体験できま
す。管理組合の指導のもと、初めての方でも田植え
を楽しむことができます。手植えはもちろん、田植
え機を使っての田植えも体験できます。
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自
然
に
囲
ま
れ
、
農
村
風
景
が
続
く
阿
南
町
。
そ
こ
に
暮
ら
す

人
た
ち
は
、
世
代
を
越
え
共
に
生
き
る
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
人
の
暮
ら
し
の
原
点
は
、
た
と
え
時
代
が
な
が
れ
て

も
必
ず
こ
こ
に
行
き
着
く
で
し
ょ
う
。

な
ぜ
な
ら
そ
こ
が
、
ふ
る
さ
と
と
言
え
る
場
所
だ
か
ら
で
す
。

畑
に
出
て
は
、
農
作
業
を
し
て
い
ま

す
。　夏

に
は
、
各
家
庭
で
食
べ
き
れ
な

い
ほ
ど
の
野
菜
を
作
り
ま
す
。
た
く

さ
ん
作
っ
た
野
菜
は
、
隣
近
所
へ
“
お

す
そ
わ
け
”
し
ま
す
。

　冬
に
は
、
積
も
っ
た
雪
を
自
分
の

家
の
前
だ
け
で
な
く
、
隣
の
隣
の
そ

の
隣
の
家
の
前
ま
で
か
い
て
い
き
ま

す
。
温
か
な
“
お
せ
っ
か
い
”
を
や

き
な
が
ら
、
ご
近
所
ど
う
し
、
助
け

あ
っ
て
、
声
を
か
け
あ
っ
て
暮
ら
し

て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
毎
日
の
中
に
、
恵
み
を

も
た
ら
す
自
然
へ
の
畏
敬
の
念
が
、

祭
り
と
い
う
形
で
今
も
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。
古
来
の
祭
り
が
形
を
変

え
る
こ
と
な
く
現
在
に
残
っ
て
い
る

　阿
南
町
は
、
ハ
ッ
キ
リ
言
っ
て
田

舎
で
す
。
大
き
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
も
行
楽
施
設
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ぐ
る
っ
と
見
渡
せ
ば
緑
に
囲
ま
れ
た

自
然
の
宝
庫
。
日
本
全
国
の
“
田
舎
”

同
様
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　し
か
し
、
阿
南
町
に
暮
ら
す
人
た

ち
は
元
気
で
す
。
お
年
寄
り
も
多
い

で
す
が
、
元
気
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
、
毎
日
、
田

の
は
、
隣
の
人
を
大
切
に
す
る
阿
南

町
の
土
地
柄
が
、
親
か
ら
子
ど
も
・

孫
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
か
ら
で

す
。
そ
れ
は
同
時
に
、
自
然
や
御み

お
や祖

、

神
々
に
感
謝
す
る
心
も
培
っ
て
い
る

の
で
す
。

　元
気
で
温
か
い
町
民
の
も
て
な
し

は
、
阿
南
町
を
訪
れ
る
人
々
を
ホ
ッ

コ
リ
と
癒
や
し
て
く
れ
ま
す
。
遠
慮

の
な
い
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
新

鮮
で
心
地
よ
く
、「
ま
た
阿
南
町
に
来

た
い
」
と
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　そ
し
て
、「
自
分
も
“
お
せ
っ
か
い
”

を
し
た
い
!!
」
と
思
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
、

阿
南
町
へ
来
て
く
だ
さ
い
。
誰
か
に

し
て
あ
げ
た
こ
と
が
、
必
ず
戻
っ
て

き
ま
す
。

　阿
南
町
で
、
一
緒
に
暮
ら
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

阿
南
町
で
暮
ら
し
た
い
！

【
空
き
家
バ
ン
ク
】

　町
で
は
田
舎
暮
ら
し
を
考
え
て
い

る
方
々
へ
、
空
き
家
に
関
す
る
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
空
き
家

の
有
効
活
用
を
図
り
、
定
住
促
進

と
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と

「
空
き
家
銀
行
制
度
（
空
き
家
バ

ン
ク
）」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

☎
0
2
6
0ｰ

2
2ｰ

2
1
4
1

　
　
（
阿
南
町
役
場
総
務
課
）

【
お
ら
ホ
ー
ム
】

　『
お
ら
ホ
ー
ム
』
と
は
、
自
分
の
家

を
意
味
す
る
信
州
の
方
言
「
お
ら

ほ
」
と
、
住
宅
を
表
す
「
ホ
ー
ム
」

を
組
み
合
わ
せ
た
言
葉
で
、
設
計
の

段
階
か
ら
入
居
者
の
希
望
が
反
映

さ
れ
、
将
来
、
払
い
下
げ
が
可
能
な

町
営
住
宅
の
建
設
事
業
で
す
。
住

宅
建
設
費
用
及
び
土
地
代
は
毎
月

の
家
賃
と
し
て
月
割
り
で
納
め
る
た

め
、
ま
と
ま
っ
た
金
額
を
一
度
に
負

担
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
貸
付

期
間
を
経
過
す
る
と
、
無
償
で
払
い

下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

☎
0
2
6
0ｰ

2
2ｰ

4
0
5
3

　
　
（
阿
南
町
役
場
建
設
環
境
課
）

【
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
新
野
高
原
】

　滞
在
型
市
民
農
園
と
し
て
、農
地

と
ラ
ウ
ベ（
簡
易
宿
泊
施
設
）
を
借

用
し
て
生
活
し
ま
す
。農
業
体
験
だ

け
で
な
く
、
地
域
住
民
と
の
交
流
も

楽
し
め
る
の
で
、毎
年
人
気
と
な
っ
て

い
ま
す
。日
帰
り
農
園
も
あ
り
ま
す
。

　

☎
0
2
6
0ｰ

3
1ｰ

1
3
0
0

　
　
（
信
州
ア
ト
ム
）

  
阿
南
町
に
暮
ら
す

【
空
き
家
バ
ン
ク
】

【
お
ら
ホ
ー
ム
】

【
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
新
野
高
原
】
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　初
夏
の
新
野
高
原
を
３
㎞
か
ら
１０
㎞
の

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
走
り
ま
す
。

　沿
道
の
温
か
い
声
援
が
う
れ
し
い
、
地
域

住
民
の
お
も
て
な
し
の
心
が
こ
も
っ
た
大
会

で
す
。

　富
草
地
域
一
帯
が
今
か
ら
数
万
年
前
に
海
底

か
ら
隆
起
し
た
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
海

の
日
」
に
ち
な
み
、『
富
草
海
物
語
』
と
銘
打
っ

て
、
化
石
館
の
見
学
会
を
交
え
な
が
ら
化
石
採

掘
の
実
体
験
な
ど
、
化
石
に
ち
な
ん
だ
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　講
師
か
ら
の
説
明
を

受
け
な
が
ら
、
断
層
を

間
近
で
見
学
し
た
り
、

自
分
で
化
石
を
採
掘
で

き
る
こ
と
か
ら
、
人
気

の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

緑
を
駆
け
抜
け
る
爽
快
感
！

南
信
州
ラ
リ
ー

古
代
の
海
を

　
　
　発
掘
せ
よ

　ラ
リ
ー
と
は
、
運
転
技
術
や
時

間
を
競
い
合
う
自
動
車
競
技
で

す
。
南
信
州
ラ
リ
ー
で
は
阿
南

町
・
天
龍
村
・
売
木
村
の
林
道
を

ラ
リ
ー
カ
ー
が
疾
走
し
ま
す
。

　ま
た
阿
南
町
が
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
地
点
に
な
る
の
で
、
珍
し

い
ラ
リ
ー
カ
ー
を
間
近
で
み
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
。

新野高原ロードレース
6月第1日曜日 開催
☎0260 ｰ 24 ｰ 2001（新野出張所）

富草 海物語

南信州ラリー

原則7月第3月曜日（海の日）
☎0260 ｰ 22 ｰ 2501

（富草公民館）

5月
☎0260 ｰ 22 ｰ 2141（総務課）

イベント
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ホ
タ
ル
舞
う
里

　行
人
様
秋
季
祭
典
で
は
、
夜
、

奉
納
煙
火
大
会
が
催
さ
れ
ま
す
。

目
玉
は
飯
田
下
伊
那
地
域
で
は
珍

し
い
『
二
尺
玉
』
で
、
煙
火
大
会

の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
、
大
ス
タ
ー

マ
イ
ン
の
最
後
に
上
が
り
ま
す
。

　

町
内
は
ホ
タ
ル
が
生
息
で
き
る

き
れ
い
な
水
場
が
各
地
区
に
あ

り
、
6
月
中
旬
か
ら
ゲ
ン
ジ
ボ
タ

ル
・
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　千
石
平
を
囲
む

山
々
を
と
ど
ろ
か
せ
、

体
の
芯
ま
で
響
く
音

と
、
空
を
埋
め
る
火
花

の
迫
力
は
圧
巻
で
す
。

　

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が

光
る
間
隔
は
、
東
日

本
は
４
秒
、
西
日
本

は
２
秒
で
す
が
、
阿

南
町
の
ホ
タ
ル
は
中

間
の
３
秒
で
す
。

二
尺
玉
の
花
火

祭り・イベントカレンダー

花ごよみ

【1月】 14日 …………  新野の雪祭り〈伊豆神社〉
 第2日曜日 ……  早稲田人形神送り〈早稲田神社〉

【4月】 29日 …………  日吉のお鍬祭り〈日吉〉
 29日 …………  行人様御開帳 春季祭典〈新野〉

【6月】 第1日曜日 ……  新野千石平ロードレース〈新野〉
【7月】 第3月曜日 ……  富草海物語〈富草〉※

 第4土曜日 ……  深見の祇園祭り〈諏訪・津島神社〉
【8月】 13日〜16日 …  和合の念仏踊り〈熊野神社・林松寺〉
 14日〜16日 …  新野の盆踊り〈新野〉
 第4土曜日 ……  新野の盆踊り うら盆〈新野〉
 第4日曜日 ……  早稲田人形浄瑠璃〈早稲田神社〉

【9月】 敬老の日の前日  行人様御開帳 秋季祭典〈新野〉
【10月】 第1土曜日 ……  粟野の囃子屋台〈粟野神明社〉
【11月】 23日 …………  新野のお鍬様〈伊豆神社・新野街通り〉
【12月】 13日・14日 …  新野の霜月神楽〈伊豆神社・諏訪神社〉

※原則7月第3月曜日（海の日）

ザゼンソウ［2月下旬・新野大村］
仲谷春告桜［4月初旬・北條中谷］
みつばつつじ［4月上旬・新野巣山湖周辺］
千木の親子桜［4月上旬・東條千木］
コミュニティの森の桜［4月上旬・西條早稲田］
林松寺のしだれ桜［4月上旬・和合寺村］
愛宕様の小彼岸桜［4月中旬・新野矢野］
瑞光院のしだれ桜［4月中旬・新野寺山］
平石農場の菜の花［4月下旬・北條平石農場］
心川のしゃくなげ［5月中旬・和合心川］
ニッコウキスゲ［6月上旬・新野大村］
ササユリ［6月中旬・新野大村］
関昌寺の紫陽花［7月上旬・富草粟野］
平石農場のひまわり［8月中旬・北條平石農場］
十九庵の大銀杏［10月下旬・新野寺山］

町内各地
6月中旬〜
☎0260 ｰ 22 ｰ 4055

（振興課）

行人様秋季祭典
奉納煙火大会

阿南少年自然の家

阿南温泉コテージ かじか荘

古城

宿
泊
施
設
の
ご
案
内

南宮温泉

旅館折山

まるはち旅館

9月敬老の日前日
☎0260 ｰ 24 ｰ 2001阿南町西條2332　☎0260 ｰ 22 ｰ 3315

※研修目的で団体で使用する場合のみ宿泊可能

阿南町富草4923　☎0260 ｰ 22 ｰ 2000

阿南町富草2390　☎080 ｰ 5146 ｰ 6370
（予約受付のみ対応可）

阿南町北條2288　☎0260 ｰ 22 ｰ 2065

阿南町新野1327　☎0260 ｰ 24 ｰ 2514

阿南町新野1480　☎0260 ｰ 24 ｰ 2008
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祭
り
を
楽
し
む
、

田
舎
を
楽
し
む
。

阿南町総合観光ガイド

［発行］　阿南町役場 振興課
長野県下伊那郡阿南町東條58‐1　TEL 0260‐22‐4055

http://www.town.anan.nagano.jp/

天
龍
峡
IC

温
田
駅

※特急列車の停車駅です

※

■自動車

■JR

阿南町へのアクセス

東　京

名古屋

豊　橋

浜　松

東　京

名古屋

中央道　約200分

中央道　約80分

 R151　約120分

 約120分

R151

約20分

車で
約5分

中央線

東海道線

飯田線

飯田線

豊田東
JCT

岡谷JCT

新静岡IC

御殿場JCT

浜松いなさ
JCT

津

さいたま

千葉

横浜

甲府

温田

静岡

長野

富山

金沢

岐阜

前橋

宇都宮

福井

豊橋

東
北
自
動
車
道

北
陸
自
動
車
道

長
野
自
動
車
道

東
海
北
陸
自
動
車
道

中央自動車道

リニア新幹線予定

名神
高速
道路

伊
勢
自
動
車
道

名古屋

東京

信州まつもと
空港

中部国際空港
セントレア

富山空港

小松空港

東京国際
空港

伊那IC

松本IC

長野IC

松川IC

飯田IC
飯田山本IC

園原IC
天龍峡IC

浜松IC

東海環状
自動車道

中
央
自
動
車
道

鳳来峡IC

阿南町
新東
名高速道路

東名
高速道路

153

153

151

広域アクセス

岡 谷

豊 橋

阿

　
南

　
町

2016.8


